
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

担い手の経営のライフステージに応じた支援 

タイトル 新規就農者激励会 ＪＡ名 信州諏訪 （長野県） 

１ 動機 

（経緯） 

平成 25 年度以降の新規就農者を対象に「諏訪地域の農業における中核的な担い手」

として育成するため、該当農業者、ＪＡ営農担当者、ＪＡ農業融資担当者が集まり、

激励と交流を通じて今後の農業支援、またＪＡ内では部門間連携のネットワークづく

りを行うことが目的です。 

２ 概要 開催日時：平成 28年 1月 21日 15時から 

場  所：ＪＡ会館ふじみ 

対  象：新規就農者 30名 

開催内容：自己紹介、ＪＡ担い手支援策や各種事業についてなど 

３ 成果 

（効果） 

参 加 者：新規就農者 10名、ＪＡ常勤理事 2名、営農及び金融担当職員 13名 

協議内容：自己紹介（10名） 

・新規就農者の思いを各自 5分程度で語っていただきました。

ＪＡ担い手支援策について（営農部説明）

・担い手支援・青年等就農計画制度

・らくらくＷｅｂ農業簿記システム・労働災害保険

新規就農応援事業について（営農部説明）

・Ｈ27年度は計 6名が新規就農応援事業の申請をしました。

農業融資事業について（金融部説明）

情報交換会（懇親会）全員参加

・農業経営状況や融資相談などの意見交換を行いました。

４ 今後の

予定（課題） 

新規就農者の皆様への訪問活動を行い、上記支援策や応援事業のフォロー、経営

状況の確認や資金面の相談を行ってまいります。 


